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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第９期
第１四半期
連結累計期間

第10期
第１四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

自 2021年10月１日
至 2022年９月30日

売上高 (千円) 2,860,533 3,023,493 11,268,815

経常利益又は経常損失(△) (千円) △682 122,640 303,700

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(千円) △37,183 59,842 105,540

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △37,183 59,842 105,540

純資産額 (千円) 2,401,619 2,549,200 2,516,850

総資産額 (千円) 6,576,074 6,480,342 6,480,398

１株当たり四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(円) △3.68 6.53 11.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) － 6.52 11.20

自己資本比率 (％) 36.5 39.3 38.8
 

 
（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第９期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生はありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安などを背景にした物価上昇・資源高などの下押しリスク

もありましたが、新型コロナウイルスワクチン接種の進展や各種政策等により個人消費は緩やかに持ち直してお

り、またインバウンド需要も本格的に回復の兆しを見せ始めるなど、経済持ち直しの動きが強まりました。

当社グループ事業に関係の深い住宅業界におきましては、国土交通省発表による2022年１月～2022年12月累計の

新設住宅着工戸数は、戸建てが前年同期比93.6％と減少し、分譲マンションが前年同期比106.8％と増加し、住宅市

場全体としては前年同期比100.4％と前年同期並みに推移いたしました。

このような状況のもとで、当社グループは「世界に誇れる独創的建物サービスで社会と感動を分かち合う」とい

う理念にもとづき、「全ての建物に“キャンディル”」というビジョンを実現すべく、持続的な事業の成長とさら

なる企業価値の向上を目指して、激しく移り変わるお客様のニーズや時代の変化に寄り添いながら、2021年に新し

く閣議決定されました「住生活基本計画」に沿ったサービスの拡充に取り組み、住宅関連・商業施設関連サービス

の売上拡大に努めてまいりました。

原油やエネルギー価格の高騰、人材獲得競争の激化などの厳しい経営環境の中、社会活動の緩やかな回復と営業

施策の奏功により、当社グループのサービス提供機会は増加し、全てのサービスにおいて売上高は復調傾向を示し

ました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は3,023,493千円（前年同期比105.7％）、営業利益は

127,892千円（前年同期比438.9％）、経常利益は122,640千円（前年同期は682千円の経常損失）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は59,842千円（前年同期は37,183千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

なお、当社グループでは組織再編及びM&Aの実施に伴い発生したのれん償却費を販売費及び一般管理費に48,055千円

計上しており、これを加えたのれん償却前経常利益は170,696千円（前年同期比360.3％）、のれん償却前親会社株

主に帰属する四半期純利益は107,898千円（前年同期比992.4％）となります。

 
当社グループは、建築サービス関連事業の単一セグメントとしておりますが、サービス分野別の状況は以下のと

おりであります。

①　リペアサービス

当第１四半期連結累計期間におけるリペアサービスの連結売上高は1,105,098千円（前年同期比102.7％）とな

りました。

株式会社バーンリペアは主に戸建てを中心にリペアを提供しておりますが、住宅市場の需要を積極的に取り入

れたことで、同社のリペアサービスの売上高は899,444千円（前年同期比105.7％）と回復基調で推移いたしまし

た。株式会社キャンディルテクトは主に集合住宅を中心にリペアを提供しておりますが、技術者不足の影響で、

同社のリペアサービスの売上高は205,653千円（前年同期比91.2％）となりました。

②　住環境向け建築サービス

当第１四半期連結累計期間における住環境向け建築サービスの連結売上高は733,172千円（前年同期比

108.6％）となりました。

株式会社バーンリペアは主に戸建てを中心に定期点検、検査、小型修繕、各種施工、リコール対応を提供して

おりますが、定期点検数の増加や単価上昇、リコール対応の新規大型案件獲得により、同社の住環境向け建築

サービスの売上高は589,937千円（前年同期比113.5％）となりました。株式会社キャンディルテクトは主に集合

住宅を中心に検査を提供しておりますが、技術者不足の影響で、同社の住環境向け建築サービスの売上高は

143,234千円（前年同期比92.2％）となりました。

③　商環境向け建築サービス

当第１四半期連結累計期間における商環境向け建築サービスの連結売上高は939,771千円（前年同期比
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102.8％）となりました。

商環境向け建築サービスは主に商業施設等の内装施工、家具組立て、揚重を提供しておりますが、商環境の市

場回復に伴うホテルや商業施設などの内装施工需要などを取り込んだ結果、増収となりました。

④　商材販売

当第１四半期連結累計期間における商材販売の連結売上高は161,320千円（前年同期比105.2％）となりまし

た。

商材販売は主にリペア材料やメンテナンス材料を販売しております。

⑤　抗ウイルス抗菌サービス

当第１四半期連結累計期間における抗ウイルス抗菌サービスの連結売上高は84,131千円（前年同期比203.5％）

となりました。

抗ウイルス抗菌サービスは室内の壁面・天井、水まわり、床などの各種コーティングサービスを提供しており

ますが、家電量販店などとの協業による水まわりコーティング案件が好調だったことにより、増収となりまし

た。

 
（２）財政状態に関する説明

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は6,480,342千円となり、前連結会計年度末に比べ56千円の減少

となりました。

流動資産は3,835,983千円となり、前連結会計年度末に比べ86,402千円の増加となりました。これは、主に現金

及び預金が31,521千円減少したこと、受取手形及び売掛金が20,491千円増加したこと、その他流動資産が91,157

千円増加したことなどによります。

固定資産は2,644,359千円となり、前連結会計年度末に比べ86,458千円の減少となりました。これは、主にのれ

んが48,055千円減少したこと、ソフトウェアを含めたその他無形固定資産が13,753千円減少したこと、繰延税金

資産が21,874千円減少したことなどによります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は3,931,142千円となり、前連結会計年度末に比べ32,405千円の

減少となりました。

流動負債は2,887,416千円となり、前連結会計年度末に比べ91,847千円の増加となりました。これは、主に未払

法人税等が81,249千円減少したこと、未払費用が34,286千円増加したこと、その他流動負債が148,428千円増加し

たことなどによります。

固定負債は1,043,725千円となり、前連結会計年度末に比べ124,253千円の減少となりました。これは、主に長

期借入金が124,166千円減少したことなどによります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,549,200千円となり、前連結会計年度末に比べ32,349千円

の増加となりました。これは、主に利益剰余金が32,349千円増加したことなどによります。この結果、自己資本

比率は39.3％（前連結会計年度末比0.5ポイント上昇）となりました。

 
 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
（2022年12月31日）

提出日現在
発行数(株)

（2023年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,734,200 10,734,200
東京証券取引所
 スタンダード市場

単元株式数は100株であります。

計 10,734,200 10,734,200 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2023年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

　

（２） 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年10月１日～
2022年12月31日

― 10,734,200 ― 561,787 ― 871,787
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（５） 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６） 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式
 

1,570,000
― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

91,613 １単元の株式数は100株であります。
9,161,300

単元未満株式
普通株式

2,900
― ―

発行済株式総数 10,734,200 ― ―

総株主の議決権 ― 91,613 ―
 

（注）当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名
 又は名称

所有者の住所
自己名義
 所有株式数
 (株)

他人名義
 所有株式数
 (株)

所有株式数
 の合計
 (株)

発行済株式
 総数に対する
 所有株式数
 の割合(％)

（自己保有株式） 東京都新宿区北
山伏町１番11号

1,570,000 ― 1,570,000 14.62
株式会社キャンディル

計 ― 1,570,000 ― 1,570,000 14.62
 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日以降、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年10月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１） 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,892,412 1,860,890

  受取手形及び売掛金 ※2  1,555,662 ※2,3  1,576,153

  商品及び製品 128,955 135,238

  原材料及び貯蔵品 31,728 29,163

  その他 147,266 238,424

  貸倒引当金 △6,444 △3,887

  流動資産合計 3,749,580 3,835,983

 固定資産   

  有形固定資産 51,358 49,444

  無形固定資産   

   のれん 2,306,684 2,258,628

   その他 145,282 131,529

   無形固定資産合計 2,451,967 2,390,157

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 94,769 72,895

   その他 136,194 135,171

   貸倒引当金 △3,471 △3,309

   投資その他の資産合計 227,492 204,757

  固定資産合計 2,730,817 2,644,359

 資産合計 6,480,398 6,480,342
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 331,179 374,166

  短期借入金 ※1  658,335 ※1  633,336

  1年内返済予定の長期借入金 699,996 699,996

  未払法人税等 125,769 44,519

  賞与引当金 142,615 115,010

  未払費用 502,788 537,074

  その他 334,884 483,313

  流動負債合計 2,795,568 2,887,416

 固定負債   

  長期借入金 1,159,180 1,035,014

  その他 8,799 8,711

  固定負債合計 1,167,979 1,043,725

 負債合計 3,963,548 3,931,142

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 561,787 561,787

  資本剰余金 2,281,887 2,281,887

  利益剰余金 467,596 499,946

  自己株式 △794,420 △794,420

  株主資本合計 2,516,850 2,549,200

 純資産合計 2,516,850 2,549,200

負債純資産合計 6,480,398 6,480,342
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（２） 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 2,860,533 3,023,493

売上原価 1,836,025 1,924,918

売上総利益 1,024,508 1,098,575

販売費及び一般管理費 995,370 970,682

営業利益 29,138 127,892

営業外収益   

 受取利息 11 14

 受取手数料 - 650

 受取保険金 1,219 321

 助成金収入 1,282 -

 その他 562 186

 営業外収益合計 3,076 1,172

営業外費用   

 支払利息 4,218 3,690

 損害賠償金 27,330 -

 固定資産除却損 - 2,733

 その他 1,348 -

 営業外費用合計 32,897 6,423

経常利益又は経常損失（△） △682 122,640

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△682 122,640

法人税、住民税及び事業税 13,693 40,923

法人税等調整額 22,807 21,874

法人税等合計 36,500 62,798

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37,183 59,842

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△37,183 59,842
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2021年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37,183 59,842

四半期包括利益 △37,183 59,842

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △37,183 59,842

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

 
（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 
（追加情報）

該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結

しております。

当第１四半期連結会計期間末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のと

おりであります。

 

 
前連結会計年度
（2022年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

当座貸越限度額
及び貸出コミットメントの総額

950,000千円 950,000千円

借入実行残高 600,000 〃 600,000 〃

差引額計 350,000千円 350,000千円
 

なお、本契約には、連結貸借対照表の純資産の部の金額や連結損益計算書の経常利益より算出される一定の指

標等を基準とする財務制限条項が付されています。

　

※２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2022年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

受取手形裏書譲渡額 1,589千円 2,821千円
 

 
※３　期末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理しております。な

お、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2022年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

電子記録債権 －千円 3,363千円
 

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

 
 前第１四半期連結累計期間
（自 2021年10月１日
至 2021年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2022年10月１日
至 2022年12月31日）

減価償却費 13,963千円 14,461千円

のれんの償却額 48,055 〃 48,055 〃
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自 2021年10月１日 至 2021年12月31日）

１ 配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月25日
臨時取締役会

普通株式 32,172 3.00 2021年９月30日 2021年12月27日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
３ 株式資本の金額の著しい変動

当社は、2021年11月24日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,570,000株の取得を行いました。この結

果、当第１四半期連結累計期間において自己株式が794,420千円増加し、当第１四半期連結会計期間末におい

て自己株式が794,420千円となっております。

 
当第１四半期連結累計期間（自 2022年10月１日 至 2022年12月31日）

１ 配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月24日
定時取締役会

普通株式 27,492 3.00 2022年９月30日 2022年12月26日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
３ 株式資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 
 

 
（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　当社グループは、建築サービス関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益のうち、サービス別に分解した情報は以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2021年12月31日）

（単位：千円）

 建築サービス関連事業

サービス別

リペアサービス

住環境向け建築サービス

商環境向け建築サービス

商材販売

抗ウイルス抗菌サービス

 
1,076,443

675,292

914,070

153,385

41,341

顧客との契約から生じる収益 2,860,533

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 2,860,533
 

 

当第１四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2022年12月31日）

（単位：千円）

 建築サービス関連事業

サービス別

リペアサービス

住環境向け建築サービス

商環境向け建築サービス

商材販売

抗ウイルス抗菌サービス

 
1,105,098

733,172

939,771

161,320

84,131

顧客との契約から生じる収益 3,023,493

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 3,023,493
 

EDINET提出書類

株式会社キャンディル(E34095)

四半期報告書

15/20



 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎

 

項目
前第１四半期連結累計期間
（自 2021年10月１日
至 2021年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2022年10月１日
至 2022年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純
損失（△）

△3円68銭 6円53銭

（算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失（△）(千円)

△37,183 59,842

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円)

△37,183 59,842

 普通株式の期中平均株式数(株) 10,094,634 9,164,200

   

（２）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益 － 6円52銭

（算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

 普通株式増加数(株) － 15,273

 （うち新株予約権(株)） （－） （15,273）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【その他】

2022年11月24日開催の取締役会において、2022年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　27,492千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　3.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　2022年12月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年２月13日

株式会社キャンディル

取締役会  御中

　

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 新　居　伸　浩  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三　木　康　弘  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

キャンディルの２０２２年１０月１日から２０２３年９月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０

２２年１０月１日から２０２２年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２２年１０月１日から２０２

２年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャンディル及び連結子会社の２０２２年１２月３１日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　以 上

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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